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瀬多来神社春祭りの様子  

    
 

祈
年
祭 

   

長
か
っ
た
冬
も
終
わ
り
を
告
げ
、
花
の
便
り

が
聞
か
れ
る
頃
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
期
、

浦
幌
町
内
の
各
部
落
神
社
で
は
、
春
祭
り
が
行

わ
れ
ま
す
。
春
祭
り
を
正
式
に
祈
年
祭
（
き
ね

ん
さ
い
・
と
し
ご
い
の
ま
つ
り
）
と
い
い
ま
す
。

「
年
」
（
と
し
）
は
、
「
稲
の
美
称
」
で
あ
り
、

「
祈
」（
こ
い
）
は
、「
祈
る
・
願
う
」
こ
と
を

意
味
し
ま
す
。
稲
（
い
ね
）
は
、「
命
の
根
（
根

源
）
」
で
あ
り
、
穀
物
の
総
称
で
あ
り
、
お
米

を
始
め
と
す
る
五
穀
豊
穣
を
祈
る
の
が
祈
年

祭
で
す
。
昔
か
ら
、
お
米
を
主
食
と
す
る
日
本

人
は
、
稲
に
食
物
を
司
る
神
様
が
宿
る
と
考
え

て
き
ま
し
た
。
こ
の
稲
の
神
様
は
、『
古
事
記
』

で
は
宇
迦
之
御
魂
神
（
う
か
の
み
た
ま
の
か

み
）
、『
日
本
書
紀
』
で
は
倉
稲
魂
命
（
う
か
の

み
た
ま
の
み
こ
と
）

と
表
記
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
春
に
行
わ

れ
る
「
祈
年
祭
」
は
、

命
を
支
え
る
食
物

を
今
年
も
豊
か
に

導
い
て
下
さ
る
よ

う
神
様
に
祈
る
大
切
な
年
中
行
事
で
あ
り
、
こ

の
「
祈
り
」
が
「
稔
り
」
に
繋
が
る
と
信
仰
し

て
き
ま
し
た
。「
稔
（
み
の
る
）
」
と
い
う
字
は
、

「
禾
（
の
ぎ
へ
ん
）
」
に
「
念
（
ね
ん
じ
る
）
」

と
書
き
ま
す
。「
禾
（
の
ぎ
へ
ん
）
」
を
使
っ
た

漢
字
に
は
、
「
種
」
「
秋
」
「
稲
」
「
穂
」
「
穫
」

な
ど
「
稲
」
に
関
係
す
る
字
が
多
く
、
稲
を
意

味
し
ま
す
。「
稲
」（
食
物
の
総
称
）
の
育
成
を

「
念
じ
る
」
こ
と
が
「
稔
り
」
に
繋
が
る
と
い

う
信
仰
が
「
祈
年
祭
」
に
は
込
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
そ
の
信
仰
を
脈
々
と
受
け
継
い
で
き
た

の
が
春
祭
り
と
い
え
ま
す
。
浦
幌
町
内
の
各
部

落
神
社
で
も
春
祭
り
が
伝
承
さ
れ
、
毎
年
、
住

民
等
が
参
列
し
厳
粛
に
春
祭
り
が
斎
行
さ
れ

て
お
り
ま
す
。 

春
の
社
日
祭
を
斎
行 

 

去
る
三
月
二
十
一
日
、

浦
幌
神
社
境
内
に
建
立

さ
れ
て
い
る
社
日
碑
の

大
前
に
て
、
春
の
社
日
祭

を
斎
行
致
し
ま
し
た
。
社

日
と
は
、
一
年
に
春
と
秋

の
二
回
あ
り
ま
す
。
春
分

の
日
、
秋
分
の
日
に
最
も

近
い
「
戊
」(

つ
ち
の
え)

の
日
を
さ
し
ま
す
。「
戊
」
と
い
う
文
字
に
は
、

「
土
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
土
地
の
神
、
農

耕
の
神
へ
の
お
祭
り
が
行
わ
れ
ま
す
。
本
年
も

農
作
業
の
事
故
が
な
く
、
豊
作
と
な
り
ま
す
よ

う
に
参
列
と
と
も
に
お
祈
り
致
し
ま
し
た
。 

       

や
す
ら
ぎ
短
信 

令和 6 年  
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氏
子
会
定
期
総
会
開
催 

去
る
三
月
二
十
六
日
に
浦
幌
神
社
氏
子
会

（
馬
場
幸
弘
会
長
）
の
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
度
は
四
年
ぶ
り
に
書
面
会
議
で

は
な
く
、
役
員
、
総
代
、
副
総
代
、
世
話
役
の

皆
様
に
ご
参
加
を
い
た
だ
い
て
の
通
常
開
催

と
な
り
ま
し
た
。
総
会
は
、
慎
重
審
議
を
い
た

だ
き
、
案
件
す
べ
て
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
本
年
度
の
当
番
区
は
、
本
町
・
栄
町

一
区
・
栄
町
二
区
・
住
吉
二
区
の
四
町
内
で
す
。

八
月
二
十
四
日
（
土
）
・
二
十
五
日
（
日
）
に

斎
行
さ
れ
る
「
夏
季
み
こ
し
祭
」
の
お
手
伝
い

を
お
願
い
致
し
ま
す
。
今
年
も
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

月
毎
限
定
御
朱
印 

授
与
開
始 

今
年
度
も
四
月
よ
り
「
月
毎
限
定
御
朱
印
」

の
授
与
を
開
始
致
し
ま
す
。
絵
柄
は
、
浦
幌
神

社
の
杜
（
も
り
）
に
住
む
動
物
た
ち
（
シ
マ
エ

ナ
ガ
・
リ
ス
・
フ
ク
ロ
ウ
・
タ
ヌ
キ
・
キ
ツ
ツ

キ
・
キ
ツ
ネ
・
モ
モ
ン
ガ
・
ウ
サ
ギ
・
シ
カ
）

の
輪
の
中
に
季
節
を
代
表
す
る
花
を
浮
か
べ

ま
し
た
。
ま
た
、
御
朱
印
の
横
に
は
季
節
を
感

じ
る
絵
柄
を
描
い
て
お
り
ま
す
。 

月
毎
の
絵
柄
は
左
記
の
と
お
り
。 

四
月 

「
桜
・
つ
く
し
」 

五
月 

「
菖
蒲
・
兜
」 

六
月 

「
紫
陽
花
・
和
傘
」 

七
月 

「
朝
顔
・
笹
・
短
冊
」 

八
月 

「
向
日
葵
・
金
魚
」 

九
月 

「
小
菊
・
月
見
団
子
・
す
す
き
」 

十
月 

「
桔
梗
・
ど
ん
ぐ
り
・
も
み
じ
」 

十
一
月
「
秋
桜
・
千
歳
飴
」 

十
二
月
「
雪
の
花
・
雪
だ
る
ま
」 

 

一
月 

「
松
・
初
日
の
出
・
富
士
山
」 

二
月 

「
梅
・
節
分
豆
」 

三
月 
「
桃
の
花
・
雛
人
形
」 

初
穂
料
八
〇
○
円
よ
り
。 

四
月
（
月
毎
限
定
御
朱
印
） 

     

※
四
月
一
日
～
三
十
日
ま
で
授
与 

交
通
安
全
自
転
車
御
守
授
与
開
始 

 

昨
年
八
月
よ
り
、
明
治
大
学
の
サ
イ
ク
リ
ス

ツ
ツ
ー
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
と
共
同
で
制
作
し
て

お
り
ま
し
た
「
交
通
安
全
自
転
車
御
守
」
が
完

成
し
、
来
る
四
月
十
二
日
よ
り
授
与
を
開
始
致

し
ま
す
。
（
初
穂
料 

一
〇
〇
〇
円
） 

（
表
） 

 
 

 
 

 

（
裏
） 

  

 
 

浦
幌
神
社
の
鯉
の
ぼ
り 

四
月
二
十
六
日
～
五
月
五
日
ま
で
の
間
、
子

ど
も
た
ち
の
健
康
を
願
い
、
境
内
に
鯉
の
ぼ
り

を
上
げ
ま
す
。
勇
壮
に
泳
ぐ
鯉
の
ぼ
り
を
ど
う

ぞ
見
に
き
て
下
さ
い
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